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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき    

    鉄道事業で発生する使用済みプリペイドカードは毎年増加傾向にあり，そのほとんどが有効利用されずに

処理されている．そこで，本研究は使用済みプリペイドカードの有効利用を目的とし，プリペイドカードに

種々の加工を施して繊維状に切断したものをコンクリートへ混入し，繊維補強材としてどの程度の効果があ

るのかを確認する． 
２．プリペイドカードについて２．プリペイドカードについて２．プリペイドカードについて２．プリペイドカードについて    
 プリペイドカードの主原料はポリエチレンテレフタレート（以下，PETと省略）であり，この PET層が
繊維材料として有効な部分である．プリペイドカードの構造は塗料，保護皮膜層，磁気層，PET 層からな
る重層構造となっている．詳細は公開されていないため不明であるが，PET の静弾性係数はポリプロピレ
ンよりも大きく，また，密度を簡便法により測定した結果，ρ≒1.52となった．  
３．使用材料および配合３．使用材料および配合３．使用材料および配合３．使用材料および配合    
コンクリートの使用材料は，セメント：S社製普通ポルトランドセメント，粗骨材：静岡県天竜川産の川
砂利，細骨材：三重県員弁川産の川砂，混和剤：T社製高性能ＡＥ減水剤およびＡＥ剤，各種繊維材料，で
ある．ここで，使用した繊維材料はPET繊維については図－１に示すようにプリペイドカードを無加工のま
ま5mm間隔で切断し繊維状にしたもの（PETⅠ），プリペイドカードの表面をランダムオービットサンダ－
により傷つけ加工を施し繊維状に切断したもの（PETⅡ），プリペイドカードを剣山により穴あけ加工を施
し繊維状に切断したもの（PETⅢ）を用いた．
さらに比較のためにポリプロピレン（PP）お
よびインデント型の鋼繊維（SF）についても
実験を行った．表－１にコンクリートの配合

を示す．スランプは18.0±1.5cmとし，繊維の
混入率は容積百分率で0.5％，0.75％，1.0％と
した． 
４．実験方法４．実験方法４．実験方法４．実験方法 
各繊維を所定の混入率で作製したコンクリ

ート供試体（100×100×400mm）を用いて
曲げ強度試験および曲げタフネス試験

 

表－１ コンクリートの配合 

単位量（kg/m3） 水ｾﾒﾝﾄ比 
W/C（％） 

細骨材率 
s/a（％） 水 セメント 細骨材 粗骨材 

高性能AE減 
水剤（g/m3） 

AE剤 
（g/m3) 

50 50 192 384 842 855 480 7.68 

    
 キーワード プリペイドカード，ポリエチレンテレフタレート，繊維材料，曲げじん性係数，付着強度 

 連絡先   〒471-8525 豊田市栄生町２-１ 豊田工業高等専門学校 環境都市工学科 TEL 0565-36-5882

図－１ プリペイドカードの加工方法 

使用済み
プリペイ
ドカード

 
断面図

 穴繊維状に切断

PETⅠ（無加工） PETⅡ（傷つけ） PETⅢ（穴あけ）

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-351-

5-177



（JSCE-G552）を行い，最大曲げ強度および曲げじん性係数
を求めた．また，繊維材料の付着強度を求めるために繊維の

付着試験（JCI-SF8）も行った．図－２に示すように供試体
中央部にスリットを設置し，その中心部に繊維材料を一本設

置したモルタル供試体を用いた． 

５．実験結果および考察５．実験結果および考察５．実験結果および考察５．実験結果および考察    
５．１５．１５．１５．１    曲げ強度試験および曲げ強度試験および曲げ強度試験および曲げ強度試験および曲げタフネス試験曲げタフネス試験曲げタフネス試験曲げタフネス試験    
    図－３に各繊維の曲げ強度と繊維混入率の関係を示す．こ

の図より，繊維混入率 0.5％では SFが最も高い値を示し，つ
づいて PETⅡ，PP，PETⅢ，PETⅠの順となっている．繊
維混入率 1.0％まで増加すると，SFの曲げ強度はさらに増加
しているのに対して，他の繊維材料はあまり大きな変化は見

られない．また，PETⅡは全ての混入率において SF 以外の
全ての繊維材料よりも高い曲げ強度が得られた． 
次に，図－４に各繊維の曲げじん性係数と繊維混入率の関

係を示す．この図より，曲げ強度と同様に，SF は繊維混入
率が増加するに伴って，曲げじん性係数が大きく増加してい

るが，他の繊維材料では大きな変化は見られない．SF 以外
の繊維材料では PETⅡおよび PP が良好な値を示している．
これらのことより，PETⅡは PP と同程度のじん性改善効果
が期待できることが確認された． 
５．２５．２５．２５．２    モルタル供試体を用モルタル供試体を用モルタル供試体を用モルタル供試体を用いたいたいたいた PETPETPETPETの付着試験の付着試験の付着試験の付着試験    
図－５に付着強度と変位の関係を示す．この図より PETⅠ

は付着が良好ではなく，試験開始直後から滑り始め，0.2mm ぐら

いから強度が増加しはじめるが，0.7mm から再び滑り始め，その

まま引き抜けてしまった．PETⅡは付着が良好で，高い強度を持

続し続けた．PETⅢは 1.0mm までは PETⅡと同様に付着強度

が増加しているが，その後，破断してしまった．これは繊維に穴を

開けたために，構造的に弱い部分が生じたためと考えられる． 
６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ 

 本研究により明らかになったことを以下に記す． 
（１）傷つけ加工を行った PETⅡの曲げ強度および曲げじん
性係数はは SFほど高い値ではないが，PPと同程度またはそ
れ以上の値を示した．これらのことから PETⅡはコンクリー
ト用繊維補強材として PP と同程度のじん性改善効果が期待
できることが明らかとなった． 
（２）付着強度試験から無加工の PETⅠは試験途中で引き抜
けてしまい，また穴あけ加工を行った PETⅢは途中で破断し
てしまったため，どちらの繊維材料も付着は良好でないと言

える．これに対して PETⅡは引き抜けも破断もせず，良好な
付着強度が持続出来ることが明らかとなった． 

 

図－５ 付着強度と変位の関係 

図－２ 付着試験用モルタル供試体 

図－４ 曲げじん性係数と繊維混入率の関係
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図－３ 曲げ強度と繊維混入率の関係 
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